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新年あけましておめでとうございます！！

年が改まり、日に日に寒さが増し、朝起きて布団から出るのがますますつらい季節となりましたね。

今年もひよこ組のかわいい赤ちゃんたちがすくすくと育ってくれますように……と願いを込めて離乳食

を作っていきたいと思っています。本年もよろしくおねがいします。

脂質に注意

手づかみ食べは自分でたべようとする意識の表れ

最近離乳食の様

子です。その日の

給食の食材を使い、

作っています。

食事調査表を元に、

使える食材、調味

料など調節して作

らせて頂いてます

。

大きさや量など見

て頂いて、家では

もっと食べてます

よ、もっと食材が

大きいです、小さ

いです。などあれ

ば教えて下さいね。

離乳食の紹介

9か月頃～自分で食べたいという欲求がわいてきます。手づかみで食べられるよ

うなものを用意してあげると自ら手に取って口へと運ぶようになります。

・手は食べ物をつかむことで固さや温度を確かめます。

・目は食べ物の大きさや形を確認します。

・指しゃぶりやおもちゃしゃぶりの動作が自然に食べ物を口に運ぶことにつながり

ます。

手づかみ食べは、目、手、口の強調運動です。

ゆっくり、上手

に食べれるよ☆

もぐもぐ♪

未発達な赤ちゃんの胃腸にとって、最も消化しにくいのが脂質。

離乳食には最初は油を使わず、生後９～１１か月頃から少しずつ使います。調理に使う油だけ

でなく、脂質の多い食材やパン、加工食品に含まれる油脂にも注意しましょう。

ただし、成長に必要な栄養素でもあるので、食品からとれる脂質を中心に適切な量を与えて

あげましょう。
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